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▲キヤンプ村オープン

人□の動き
(7月 1日現在 )

世帯数 2,541( 2)
男  3,997(-3)

`2:   4,328 (  1)総 数 8,325(-2)

編

集

後

記

梅
雨
も
空
け
、
毎
日
猛
暑
が
続

い
て
い
志
す
。
皆
さ
ん
も
夏
バ
テ

し
な
い
よ
う
に
夏
を
乗
り
切
っ
て

下
さ
い
。
▼
こ
の
暑
い
中
七
月
二

十
六
日
に
は
、
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
の
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

投
票
率
を
見
て
み
る
と
全
国
で
五

〇

・
七
イ
と
最
低
の
投
票
率
に
な

り
ま
し
た
。
私
達
国
民
が
政
治
に

参
加
す
る
機
会
で
あ
っ
た
に
も
が

か
わ
ら
ず
、
さ
み
し
い
投
票
結
果

に
終
わ
り
讀
し
た
。
▼
本
町
の
投

票
所
で
も
、
最
低
が
五
三

・
八
五

で
、
最
高
び
八
五

・
〇
ど
で
平
均

の
六
八

・
一
五
ご
と
、
前
回
行
わ

れ
た
参
議
院
選
挙
の
七
七

・
〇
八

ど
を
大
き
＜
下
回
り
欲
し
た
。

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い

っ
ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に

し
き
す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

誅
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
華
せ
な
町
に

し
ま
す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
し
活
力
あ
る
町
に
し
ま

す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
山

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
ま
す
。

第
二
十
回
交
通
安
全
こ
ど
も
自
転
車
競

技
阿
蘇
南
部
大
会
が
七
月
四
日
、
高
森
小

学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
上
色
見
小
学
校

が
五
年
ぶ
り
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

小
学
校
児
童
に
、
自
転
車
の
安
全
な
乗

り
方
の
競
技
を
通
じ
て
交
通
知
識
を
身
に

つ
け
さ
せ
、
そ
の
習
慣
化
を
図

っ
て
交
通

事
故
を
防
ご
う
と
阿
蘇
南
部
地
区
交
通
安

か
ら
の
参
加
が
な
く
、
本
町
か
ら
野
尻
小

三
チ
ー
ム
、
高
森
小
、
上
色
見
小
、
河
原

小
各

一
チ
ー
ム
の
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

選
手
は
、
交
通
規
則
や
道
路
標
識
、
自

転
車
の
安
全
な
乗
り
方
の
常
識
に
つ
い
て

筆
記
テ
ス
ト
を
受
け
た
後
、
実
技
テ
ス
ト

上
色
見
小
五

゛

り
優
勝
・

交
通
安
全 に

移
り
、
せ
ま
い
通
路
の
安
全
通
行

（幅

三
十
一
ン
・
延
長
十
肝
を
二
十
五
秒
以
上
で

通
行
）
や
ジ
グ
ザ
グ
進
行
、
左
右
転
回
操

縦
、
デ

コ
ボ

コ
道
の
安
全
通
行
な
ど
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
通
り
。

【団
体
】
①
上
色
見
小
②
野
尻
小
Ｂ
③
河

原
小

樹

（同
）
③
嶋
田
富
貴

（野
尻
小
）

な
お
、
団
体
優
勝
の
上
色
見
小
学
校
は

七
月
二
十
三
日
、
熊
本
市
立
体
育
館
で
行

わ
れ
た
県
大
会
に
出
場
。
お
し
く
も
入
賞

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
猛
暑
の
中
、

南
阿
蘇
の
代
表
と
し
て
精

一
杯
の
競
技
を

披
露
し
ま
し
た
。

左右転回操縦に挑戦する選手

全
協
会
が
毎
年
開
い
て
い

る
も
の
で
す
。

今
年
の
大
会
は
他
町
村

【個
人
】
①
本

田
勲

（上
色
見

小
）
②
後
藤
直

おめで

ありがとうございました (敬称略)

■町社会福祉協議会ヘ

く香典返し〉鶴林寿典、二子石信光、

林昭三、後藤アイ子、下田善紀、白石

築、草村―冨、芹口滋昭、後藤進昭、

」遠 折言ミ の 灯

後藤安美

〈一般寄付〉飯千定正

ギ弊逃美i:ち ゃん 勝

(高 森)5・ 20生 恭

岡部 雅弘ちゃん 昭

( 中 )5・ 26生  千

イスキ農 有紀ちゃん 要

(敬称略)
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鶴
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芹口・菅の迫
八  代  市
色 見・ 西 丁
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食
品
衛
生
週
間

（
八
月
二
～
九
日
）

食
中
毒
の
起
こ
り
や
す
い
こ
の
時
期

の
温
度
で
は
、
徐
々
に
で
す
が
細
菌

は
増
え
て
し
ま
い
、
時
間
が
た
つ
に

つ
れ
て
食
べ
物
を
腐
ら
せ
ま
す
。
す

ぐ
に
食
べ
る
の
な
ら
別
で
す
が
、
し

ば
ら
く
で
も
置
く
と
き
は
五
度
に
し

て
保
存
し
ま
し
よ
う
。

ま
た
、
夏
は
冷
蔵
庫
の
ド
ア
の
開

閉
が
多
く
な
り
が
ち
で
す
。
そ
の
た

め
、
庫
内
の
温
度
が
上
が
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
冷
蔵
庫
は
大
き
さ
に
も

よ
り
ま
す
が
、
室
温
が
三
十
度
の
と

き
ド
ア
を
十
秒
あ
け
る
と
、
庫
内
の

温
度
は
五
度
上
が
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ド
ア
の
開
閉
は
、
な
る
べ
く

少
な
く
し
ま
し
よ
う
。

ま
た
、
食
品
を
庫
内
に
詰
め
込
み

過
ぎ
る
と
、
冷
気
の
流
れ
が
悪
く
な

り
、
冷
え
に
く
く
な
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

八
月
二
～
九
日
は

『食
品
衛
生
週

間
』
で
す
。
夏
場
は
食
品
の
取
扱
い

に
気
を
つ
け
ま
し
よ
う
。
生
も
の
に

は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

差
し
込
み
、
上
か
ら
布
を
当
て
て

ア
イ

ロ
ン
を
か
け
る
と
、
ネ
ク
タ

イ
は
薄

っ
ぺ
ら
に
な
り
ま
せ
ん
。

ネ
ク
タ
イ
を
買
う
と
き
は
柄
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
が
、
も
う

一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
型
崩
れ
し

な
い
製
品
を
買
い
求
め
る
こ
と
で

五
度
以
下
の
低
温
保
存
を

食
中
毒
を
、
い
わ
ゆ
る

″食
当
た

り
〃
ぐ
ら
い
に
考
え
、
大
し
た
こ
と

は
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ

ん
か
。
し
か
し
、
と
き
に
は
集
団
発

生
し
た
り
、
食
中
毒
菌
の
種
類
に
よ

っ
て
は
、
短
時
間
の
う
ち
に
命
を
落

と
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

食
中
毒
は
一
年
中
起
こ
り
ま
す
が
、

七
、
八
、
九
月
に
集
中
し
て
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
の
三
か
月
間
だ
け
で
、

食
中
毒
に
よ
る
事
故
が
四
百
三
十
六

件
、
患
者
数
も
二
万
四
百
二
十

一
人

と
年
間
の
患
者
数
三
万
九
千
人
の
半

数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す

（平
成
二

年
）。こ

れ
は
、
日
本
の
夏
が
高
温
多
湿

の
た
め
、
食
中
毒
の
原
因
と
な
る
細

菌
が
繁
殖
し
や
す
い
条
件
が
そ
ろ
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。

で
は
、
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
は
、

ど
ん
な
こ
と
に
注
意
す
れ
ば
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。

で
き
る
だ
け
早
＜
調
理
し
、

時
間
を
お
か
ず
早
め
に
食
べ
る

昔
か
ら

『食
品
衛
生
は
、
手
洗
い

い
く
ら
気
に
入

っ
た
ネ
ク
タ
イ

で
も
、
く
た
び
れ
て
ヨ
レ
ヨ
レ
に

な

っ
て
は
、
せ

っ
か
く
の
お
し
や

れ
も
台
な
し
で
す
。

ネ
ク
タ
イ
は
使

っ
て
い
る
う
ち

に
ど
う
し
て
も
結
び
目
の
部
分
が

シ
フ
に
な
り
が
ち
で
す
。
特
に
気

に
入

っ
た
ネ
ク
タ
イ
ほ
ど
使
う
回

数
も
多
い
の
で
、
手
入
れ
も
必
要

で
す
。
ま
め
に
ア
イ

ロ
ン
で
、
シ

フ
を
の
ば
す
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

し
か
し
、
ネ
ク
タ
イ
に
直
接
ア

イ

ロ
ン
を
か
け
る
と
、
シ
ワ
は
消

え
て
も
縁
が

つ
ぶ
れ
て
薄

っ
ぺ
ら

に
な
り
、
か
え

っ
て
感
じ
が
よ
く

に
始
ま
り
手
洗

い
に
終
わ
る
』
と

い

わ
れ
ま
す
。
手
洗

い
こ
そ
が
食
品
衛

生

の
基
本

で
す
。

ま
た
、
調
理
器
具
な
ど
は
い
つ
も

清
潔

に
し
、
生
も

の
は
常

温
で
長
時

間
放
置
せ
ず
、

で
き
る
だ
け
早
く
調

理
し
ま
し
よ
う
。
調
理
し
た
も
の
で

も
時
間
を
お
か
ず
、
早
め
に
食

べ
る

よ
う
に
し
た

い
も

の
で
す
。

さ
ら
に
、
食
品
は
な
る
べ
く
火
を

通
す
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
細
菌
は

熱
に
た

い

へ
ん
弱
く
、
六
十
五
度
以

上
に
熱
す
る
と
、
た

い
て
い
の
細
菌

は
死
ん
で
し
ま

い
ま
す
。
揚
げ
た
り
、

煮
た
り
、
焼

い
た
り
す
る
と
き
は
、

食
品

の
内
部
に
ま

で
火
を
通
す
よ
う

心
が
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

生
も
の
の
保
存
に
も
注
意

十
度
で
は
細
菌
が
増
え
る

生
も
の
は
、
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お

き
さ
え
す
れ
ば
安
心
と
、
単
純
に
考

え
て
い
ま
せ
ん
か
。

確

か

に
、

ほ
と

ん
ど

の
細
菌

は

温

度

が

低

く
な

る
と
繁

殖

力

が
急
速

に

衰

え
ま

す

。

し

か

し
、

十
度

く
ら

い

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ネ
ク
タ

イ
の
中
に
ネ
ク
タ
イ
の
形
に
切

っ

た
厚
い
紙
型
を
入
れ
上
か
ら
布
を

当
て
て
軽
く
ア
イ

ロ
ン
を
か
け
ま

す
。
こ
う
す
る
と
ネ
ク
タ
イ
の
縁

を

つ
ぶ
さ
ず
、
上
手
に
シ
ワ
を
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

色
　
見

・
井
　
上住

士
口

博

幸

さ

ん
側

し
か
し
、
最
近
の
ネ
ク
タ
イ
に

は
裏
地
の
合
わ
せ
目
に
と
じ
目
が

あ

っ
て
、
紙
型
の
入
ら
な
い
ネ
ク

タ
イ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
に

は
、
鉛
筆
の
大
さ
ぐ
ら
い
に
固
く

巻
い
た
和
紙
の
棒
を
二
本
作
り
ま

す
。
こ
れ
を
ネ
ク
タ
イ
の
両
側
に

す
。
ネ
ク
タ
イ
の
両
端
の
中
央
を

つ
ま
み
、
軽
く
引

っ
張

っ
て
み
て
、

よ
じ
れ
る
も
の
は
、
使

っ
て
い
る

間
に
型
崩
れ
し
や
す
い
も
の
で
す
。

引

っ
張

っ
て
よ
じ
れ
な
い
ネ
ク
タ

イ
は
、
正
し
く
裁
断
さ
れ
た
も
の

と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

●  ●

●  ●

厚
紙
や
和
紙
の
棒
を
使
う

☆仕事は楽しいですか

毎 日が忙 しいけど、勤めは じめて 3カ

月が過ぎ、仕事にも地元の人にも馴れて

きました。

☆今、いちばんや りた いことは

遠くに ドライブしたい。例えば北海道

あたりまで車で行ってみたい。

☆どんな町づ <り を望 み ますか

やはり、若い人が町にのこり、活気あ

ふれるような町づくりをしてほしい。

ご協力ください〃

統計で働 く姿を見つめよう

就業についての総合調査

ふだん仕事をしている人については、

仕事の種類、勤め先、就業 日数 。時間、

収入、転職・追加就業の希望、 1年前

の状況、前職などを調査 します。また、

ふだん仕事をしていない人については、

就業の希望、求職活動の状況などを調

査します。

調査結果は、国や地域の雇用、経済、

福祉政策などに生かされます。

就業構造基本調査

ま
た
、
ネ
ク
タ
イ
を

ハ
ン
ガ
ー

に
重
ね
て
か
け
て
お
く
の
は
、
取

り
出
し
に
く
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、

シ
フ
に
な
り
、
ネ
ク
タ
イ
が
痛
む

原
因
に
な
り
ま
す
。
ネ
ク
タ
イ
は

二
つ
に
折
り
に
し
て
軽
く
巻
き
、

引
出
し
に
詰
め
ま
し
よ
う
。
整
理

も
で
き
、
シ
ワ
の
原
因
に
も
な
り

ま
せ
ん
。

Э

千0紙0棒

プライバ シーは守 られます

全国の43万世帯の満15歳以上の全世

帯員を対象に、マークシー トに記入し

ていただきます。記入していただいた

内容をほかに漏 らしたり、統計以外の

目的に使用 した りすることは、法律で

固く禁 じられています。

どうぞ、安心してありのままを正確

に記入してください。

総務庁統計局 。熊本県 。高森町

ネ
ク
タ
イ
の

シ
ワ
の
と
り
方

Jア l ′

平成 4年10月 1日困
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■勤務先 :JA阿蘇南高森給油所

■趣 味 :音楽鑑賞

■血液型 :ま じめなA型

今月の表紙
七
月
九
日
、
根
子
岳
の
ふ
も

と
に
あ
る
鍋
の
平
キ
ヤ
ン
プ
村

が
開
村
し
ま
し
た
。

毎
年
、
約
二
千
人
の
利
用
者

で
に
ぎ
あ
う
こ
の
キ
ヤ
ン
プ
村

も
、
今
年
は
キ
ヤ
ン
プ
村
周
辺

の
整
備
や
本
町
で
二
番
目
の
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
が
整

備
さ
れ
、
例
年
を
上
回
る
利
用

が
あ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

診療 は午前 9

時か ら午後 5
時まで

８
月
９
日
　
宙
（
　
　
医
　
　
院

圏
②
０
３
０
９

８
月
１６
日
　
中
　
村
　
医
　
院

圏
⑦
２
３
３
３

８
月
２３
日
　
立
　
野
　
病
　
院

圏
③
０
１
１
１

８
月
３０
日
　
寺
　
崎
　
医
　
院

圏
②
０
３
７
８

９
月
６
日
　
南
郷
谷
整
形
外
科

毬
②
３
３
５
１

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）
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県
教
育
委
員
会
で
は
、
心
身
に

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め

専
門
の
医
師
、
教
師
に
よ
る
巡
回

相
談
を
開
き
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
９
月
１７
日

（木
）
午

前
９
時
３０
分
か
ら
午
後
３
時
３０
分

ま
で
。

■
と
こ
ろ
／
熊
本
市
青
年
会
館

（
８
０
９
６

・
３
８
５

。
１
０
１

０
）

■
申
し
込
み
方
法
／
町
教
育
委
員

会

（
密
②
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
）
に
電
話
、

ま
た
は
日
頭
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
相
談
内
容
／
身
の
回
り
の
こ
と

来たるべき高齢社会を支える
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て⊃
“介護福祉士

に
も
手
助
け
が
い
る
。
ひ
と
り
で

体
を
う
ま
く
動
か
せ
な
い
。
勉
強

が
お
く
れ
が
ち
。
言
葉
に
つ
い
て

心
配
だ
。
ひ
と
り
遊
び
が
多
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
お
悩
み
の
み

な
さ
ま
と
育
児
や
指
導
法
に
つ
い

て

一
緒
に
考
え
ま
す
。

詳
し
く
は
、
町
教
育
委
員
会
ま

た
は
県
教
育
庁
教
育
振
興
課
特
殊

教
育
指
導
班

（
雷
０
９
６

・
３
８

３

・
１
１
１
１
）

へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ

い
。

一
九
九
九
年

（平
成
Ｈ
年
）
に

熊
本
で
３９
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る

国
内
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

「国
民
体

育
大
会
」
を
県
民
総
参
加
の
魅
力

あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
い
ろ
ん

な
提
案
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
テ
ー
マ
／
自
由
で
す
。
例
え
ば
、

熊
本
国
体
に
望
む
も
の
、
各
施
設

づ
く
り
を
ど
う
す
る
か
、
各
競
技

会
や
イ
ベ
ン
ト
を
ど
う
開
催
す
る

か
、
競
技
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
は
等
。

■
応
募
資
格
／
県
内
在
住
の
方
（た

だ
し
、議
会
議
員
等
は
除
き
ま
す
。
）

■
応
募
方
法
／
４００
字
詰
め
原
稿
用

紙

（５
枚
以
内
）
で
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
及
び
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、
〒
８
６
２
熊
本

市
水
前
寺
６
１
１８
１
１
　
熊
本
県

広
報
課

「県
民
提
案
」
係
ま
で
。

■
募
集
期
間
／
９
月
１９
日

（土
）

ま
で

（当
日
消
印
有
効
）
。

詳
し
く
は
、
熊
本
県
広
報
課
（
蓉

０
９
６

・
３
８
３

。
１
１
１
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
自
衛

官
募
集
の
各
種
試
験
の
日
程
が
次

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

一
、
二
等
陸

・
海

・
空
士

男
子
　
９
月
１６
日
、
女
子
１０
月

７

日

一
、　
一
般
曹
候
補
士

男
子

・
女
子
　
９
月
２０
日

一
、　
一
般
曹
候
補
学
生

男
子

。
女
子
　
９
月
２０
日

一
、
航
空
学
生

（パ
イ

ロ
ッ
ト

コ

ー
ス
）

男
子
　
９
月
１７
日

一
、
看
護
学
生

女
子
　
Ｈ
月
１２
日

一
、
防
衛
大
学
校
学
生

男
子

。
女
子
　
１１
月
１４
日
～
ｎ

こ
れ
ま
で
０
歳
児
だ
け
だ

っ
た

医
療
費
助
成
対
象
者
を
満
三
歳
児

未
満
の
幼
児
ま
で
範
囲
を
広
げ
る
、

高
森
町
乳
幼
児
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

乳
児

（満

一
歳
に
満
た
さ
な
い

者
）
は
、
入
院

・
通
院
の
、
幼
児

（満
三
歳
に
満
た
な
い
者
）
は
入

院
に
よ
る
医
療
費
が
助
成
さ
れ
ま

す
。詳

し
く
は
、
町
民
福
祉
課
保
健

衛
生
係

（②
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●  ●

●  ●

入
浴
、食
事
な
ど
を
世
話
す
る
専
門
家

山
崎
　
摩
耶

て
く
る
か
と
い
う
と
そ
う
で
も
な

い
。
逆
に
、
現
場
に
出
た
こ
と
に

よ

っ
て
、
育
て
ら
れ
て
帰

っ
て
く

る
ん
で
す
。

実
習
後
、
「障
害
を
も

つ
人
と
い

う
の
は
、
障
害
と
い
う
個
性
を
も

っ
た
人
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
」
と
言

っ
て
い
る
の

を
聞
く
と
、
学
生
に
対
す
る
期
待

が
ふ
く
ら
み
ま
す
。
　

　

（談
）

介
護
福
祉
と
は
、
「社
会
福
祉

士
及
び
介
護
福
祉
士
法

（昭
和

６２
年
法
律
第
３０
号
）」
に
基
づ
く
、

名
称
独
占
の
資
格
で
あ
り
、
介

護
福
祉
士
の
名
称
を
用
い
て
、

専
門
的
知
識
及
び
技
術
を
持

っ

て
、
身
体
上
又
は
精
神
上
の
障

害
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
日
常

生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る

者
に
つ
き
入
浴
、
排
泄
、
食
事

そ
の
他
の
介
護
を
行
い
、
並
び

に
そ
の
者
及
び
そ
の
介
護
者
に

対
し
て
介
護
に
関
す
る
指
導
を

行
う
こ
と
を
業
と
す
る
者
を
言

”ｎノ。

介
護
福
祉
士
の
資
格
を

取
得
す
る
た
め
に
は

介
護
福
祉
士
の
資
格
を
取
得
す

る
方
法
は
二
通
り
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
高
校
卒
業
以
上
の
学

歴
の
人
が
、
養
成
施
設
と
し
て
指

定
を
受
け
て
い
る
専
門
学
校
や
短

大
、
四
年
制
の
大
学
な
ど

（平
成

四
年
四
月
現
在
、
全
国
に
百
三
十

七
校
）
で
、
厚
生
省
の
指
定
す
る

“
”

科
目
を
修
め
、
卒
業
し
た
場
合
で

す
。も

う

一
つ
は
、
施
設
の
寮
母
や

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
い
っ
た
、
介

護
な
ど
の
実
務
に
三
年
以
上
従
事

し
て
い
た
人
が
、
年

一
回
、
全
国

十
力
所
で
行
わ
れ
る
介
護
福
祉
士

国
家
試
験
に
合
格
し
た
場
合
で
す
。

学
校
を
卒
業
し
た
り
、
試
験
に

合
格
し
た
り
し
た
人
た
ち
を
合
わ

せ
、
平
成
四
年
二
月
末
現
在
で
、

約

一
万
六
千
人
の
介
護
福
祉
士
が
　
Э

誕
生
し
て
い
ま
す
。

十
年
後
に
は
、
四
人
に

一
人
が

お
年
寄
り
と
い
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
ピ
ン
と
こ
な
い
人
の
ほ
う
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

こ
ん
な
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。

十
年
後
の
新
婚
さ
ん
を
想
像
し
て

く
だ
さ
い
。
二
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ

両
親
が
い
ま
す
か
ら
四
人
、
そ
の

両
親
の
両
親
を
数
え
る
と
八
人
、

計
十
二
人
で
す
。
そ
の
ま
た
上
に
、

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
こ
う
な
る
と

一
組
の

カ
ッ
プ
ル
が
か
か
わ
る
お
年
寄
り

は
、
単
純
計
算
で
十
二
～
十
八
人

い
る
わ
け
で
す
。
四
人
に

一
人
が

お
年
寄
り
と
い
う
社
会
は
、
具
体

的
に
は
こ
う
い
っ
た
こ
と
な
の
で

す
。そ

ん
な
状
況
を
考
え
て
つ
く
ら

れ
た
の
が
、
専
門
的
な
知
識
と
技

術
を
も

つ
介
護
福
祉
士
で
す
。
い

ま
の
と
こ
ろ
、
ご
存
じ
な
い
方
も

お
ら
れ
る
で
し
よ
う
が
、
で
も
ち

ょ
っ
と
あ
な
た
の
老
後
を
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

年
を
と
り
、
何
ら
か
の
障
害
を

も
ち
、介
護
が
必
要
に
な

っ
た
時
、

シ
ロ
ウ
ト
に
介
護
さ
れ
る
の
が
い

い
か
、
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を

も

つ
た
人
に
介
護
さ
れ
る
の
が
い

い
か
、
答
え
は
明
白
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
将
来
、
介
護
福
祉
士

は
も

つ
と
重
要
視
さ
れ
る
は
ず
で

す
。介

護
の
現
場
に
出
る
こ
と
で

育
て
ら
れ
て
帰

っ
て
く
る

技
術
や
知
識
以
外
に
、
わ
た
し

が
学
生
に
教
え
た
い
の
は
、
い
ろ

い
ろ
な
人
間
を
理
解
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
人
間
が
、
老
い
や
障

害
と
向
き
合
う
と
い
う
こ
と
は
ど

う
い
う
こ
と
か
、
ま
た
、
そ
う
い

っ
た
人
た
ち
と
、
ど
う
接
し
て
い

く
か
を
学
ん
で
は
し
い
と
思
い
ま

す
。こ

の
学
校
に
も
、
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
に
行

っ
て
、
実
際
に
お
世
話

す
る
実
習
が
卒
業
ま
で
に
十
週
間

あ
り
ま
す
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
学

生
が
実
習
に
出
か
け
る
前
な
ど
、
「う

ち
の
か
わ
い
い
お
嬢
さ
ん
た
ち
大

丈
夫
か
し
Ｌ
」
な
ど
と
思

っ
て
し

ま
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
幻
滅
し

帝
京
平
成
短
期
大
学

福
祉
学

科
助

教
授

月

１５

日

一
、
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

男
子

・
女
子
　
Ｈ
月
７
日
～
Ｈ

月
８
日

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
総
務
課

自
衛
隊
係

（
圏
②
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
）
ま

た
は
自
衛
隊
阿
蘇
募
集
事
務
所

（
８
０
９
６
７

・
３
４

・
０
３
４

８
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

今年入隊した

瀬井美紀さん

年

　
　
金

巡育

回ノL

相就

談学

第
一
回
県
民
提
案

385-3300

モシ1魁願

園 )

8  月

月 紫外線と皮膚

火 日射病

水 眼 科 で 行 わ れ る 中 医 学 的 治 療
(中 医学 シ リー ズ ■)

木 口臭について

金 夏場の下痢とその対策

土 日 「わきが」について

●朝 9:00～翌朝 9:00ま で同じ内

容のテープが聞けます。 (3分間)

●テープ内容は月曜～土曜まで日替

わ りで、 日曜 。祝 日は前 日と同じ

テープです。

●今後お聞きになりたいテーマのご

要望は、熊本県保険医協会へお電

話下さい。

熊本県保険医協会

自
　
衛
　
官

医
療
費
助
成

8/25日 (火)9/7日 (月 )時間 9時～15時 (10)

お 矢日 ら せ |

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
づ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
８
月
２４
日

（月
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

募 繁

′ `｀
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祖
先
の
霊
を
供
養
す
る
お
盆
。
本
町
で
も
八
月
十
三
日
の
夕
方

か
ら

「お
盆
」
に
入
り
ま
す
。
本
町
で
今
年
初
盆
を
迎
え
る
御
家

庭
は
次
の
七
十
五
戸
で
す
。
お
参
り
さ
れ
る
方
の
利
便
を
考
え
て

地
域
別
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
記
載
順
は
、
ご
遺
族
の
お
名
前
、

続
柄
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
と
な

っ
て
い
ま
す
。

高

森

地

区

【村
　
山
】

本
田
雄
二
郎

二
女

本
田
理
七
子

三
森
　
繁
孝

祖
母

三
森
　
フ
ミ

後
藤
幸

一
郎
　
母
　
後
藤

マ
ツ
ヱ

梅
　
香
　
苑

工
藤
タ
キ

ヱ

田
上
タ
カ
フ

高
木
　
幸
基

二
子
石
か
を
る

【
天
　
神
】

宇
藤
ヒ
サ
エ

【
上
　
町
】

村
上
　
正
誠

【旭
　
通
】

白
石
モ
ヽ
エ

後
藤
フ
ヨ
子

三
森
　
康
男

【昭
　
和
】

養
母

渡
邊
タ
ツ
ミ

村
ミ
ツ
子

川
」県
士
人

藤
ス
ズ
子

母 母 母

佐
藤
タ

マ
エ

自
石
ス
エ
ヲ

古
澤
　
チ
ヨ

父
　
北
　
信
四
郎

父
　
興
椙
　
正
人

父
　
林
　
今
朝
末

長
男

下
田
　
直
紀

夫

今
村

　

偲

鶉 颯 瘍 畿 e鸞 鰊 瘍

●  ●

●  ●

8
月

初 lF

グト 14
ココ..

存 15

通
日

―

 _|

え

る
御
家
艇

夫
　
宇
藤
　
欧
秀

錢
跛

村
上
　
ス
ゞ

妻 夫 夫

白
石

後
藤

三
森

純
子 勝

呻 茫 蝿
警・ ‐ ‐■鶴
穐‐ ._  響

麒
４
′

″
題「畜舎見学」

年長組

しらいし くにゆき くん
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題「動 物 園」

年長組

あんどう まお さん

岩下美智先生から…粘上で好きな動物を
|

作りました。ゾウ、カメ、ウサギそれぞれ
|

の特徴をよ<とらえています。      |

緒
方
す
き
子

中
川
ツ
タ
ノ

【
下
　
町
】

渡
邊
　
節
雄

今
村
　
博
男

本
川

つ
や
子

後
藤
　
洋
志

【横
　
町
】

佐
藤
　
恒
雄

白
石
　
典
次

古
澤
昭
二
郎

【冬
野
】

北
　
富
士
郎

【森
】

興
相
ミ
チ
ル

林
　
　
昭
三

下
田
　
善
紀

仝
村
フ
ミ
子

【津
　
留
】

妻 夫母 夫 母

後 本 今 緒
方
　
夏
雄

中
川
　
　
勇

岩
下
ツ
ル
コ

住
吉
ア
キ

エ

岩
下
　
利
信

住
吉
　
和
也

緒
方
善
次
郎

山
室
　
ツ
ル

陪鸞
．
‘
妙

ご

「́

、
ン
．́ 津

留
　
大
蔵
　
父
　
津
留
　
政
利

色

見

地

区

【
上
色
見
】

本
田
　
末
玉

本
田
ミ
ツ
子

【色
　
見
】

高
倉
　
司
人

住
吉
　
眩
直

岩
下
　
眩
盛

住
吉
美
加
代

緒
方
ツ
ル
ヨ

山
室
　
山石
雄

【草
　
部
】

幸
野

ユ
キ

エ

小
崎
　
敏
幸

川
部
　
千
年

本
川
　
瀧
生

大
村
今
朝
徳

橋
本
　
光
男

【
芹
　
口
】

后
藤
　
輝
幸

後
藤
　
義
保

松
本
ミ
ツ
子

母母狼妻母夫
幸
野
　
敏
光

小
崎

マ
シ
エ

川
部
ツ
ル
子

夜
久
　
重
加

大
村

マ
ス
エ

橋
本
　
卜
子

母
　
后
藤
ミ
フ
ミ

妻
　
後
藤
　
キ
ク

夫
　
松
本
　
　
泉

,′′′̀

車

部

地

区

地

区

白
石
　
　
築
　
母
　
白
石
　
ヮ
キ

吉
良
山
キ
ミ
エ

夫

吉
良
山
　
晋

堀
田
　
蘇
仙

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

林
田
　

一
声

松
野
　
笑
声

岡
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
天

熊
川
　
豊
泉

岩
下
　
哀
草

´
‘
）

′
, 11,つ 0.つ 4薔 titて

夫 妻

本 本

一   =彗
母夫夫勇母3

田

　

ソ

メ

田
　
耕
亮

岩下美智先生から・・・乳牛見学|こ行つた時

の絵です。初めての経験で畜書内の様子や

牛の大きな目がEO象深がつたようです。

芹
ロ
キ
ヨ
子
　
夫

【菅
　
山
】

中
嶋
　
行
雄

養
母

古
庄
フ
ナ
子
　
夫

【永
野
原
】

都
　
　
八
郎
　
父

佐
藤
　
和
則

親
族

矢
津
田
ツ
ギ

エ

夫

甲
斐
　
慶
福
　
母

甲
斐
　
達
志
　
母

後
藤
ア
イ
子
　
夫

【　
中
　
】

増
田
喜
久
吉
　
母

小
糸
テ
ツ
子
　
夫

【矢
津
田
】

井
上
　
ユ
リ
　
夫

古
閑
ナ
ミ
子
　
夫

後
藤
ナ
ツ
エ
　
夫

佐
藤
ヤ
ス
子
　
夫

芹
口
　
滋
博

中
嶋
ナ
ツ
エ

古
庄
　
眩
丸

都

　

福
男

甲
斐
　
　
豊

矢
津
田
二
義

甲
斐
　
カ
ズ

甲
斐
ト
ヨ
カ

後
藤
　
俊
暢

増
田
チ
ヨ
コ

小
糸
　
善
弘

【津
　
留
】

佐
藤
　
政
敏

芹
ロ
シ
マ
ヨ

後
藤
ヤ
ス
エ

【
野
　
尻
】

甲
斐
　
新
也

瀬
井

エ
イ

コ

藤
井
　
誠
治

阿
南
　
近
義

草
村

　

一
冨

【尾
　
下
】

山
田
　
野
喜

瀬
井
　
幸
次

甲
斐
　
富
夫

佐
藤
ミ
ツ
エ
　
“

甲
斐
　
　
勲

瀬
井
ツ
ル
エ

佐 後 古 井
藤 藤 閑 上

千 ヤ 忠 原
里 工 行

日

安 浅
幸 義 隆 壮

【
河

後
藤

白
石
ヽヽ

鶴
林

肥

後

狂

句

（阿
蘇
御
神
火
会
）

種
切
れ
　
笑
い
の
消
え
た
漫
談
家

種
切
れ
　
昨
日
と
同
じ
祝
辞
た
い

一
度
だ
け
　
握

つ
て
見
度
ア
億
の
銭

頼
り
に
な
ら
ん
　
道
案
内
が
迷
う
と
る

選
挙
前
　
む
ご
う
売
れ
出
す
ビ
ー
ル
券

荒
れ
模
様
　
海
よ
リ
ヨ
ナ
の
舞
う
て
来
る

そ
つ
く
り
　
認
知
さ
せ
ん
で
お
く
も
ん
か

む
ぞ
ら
し
か
　
初
犯
に
違
い
無
ア
手
口

種
切
れ
　
同
じ
手
品
じ
や
飽
き
ら
る
る

む
ぞ
ら
し
か
　
寝
顔
覗
く
と
戻
ら
れ
ん

生
き
て
居
る
今
日
の
喜
び
蝉
の
声

さ
ざ
め
い
て
待
合
室
の
金
魚
か
な

深
む
梅
雨
雨
具
に
寒
し

一
人
言

岩
清
水
集
め
て
流
れ
作
り
け
り

薄
月
夜
ほ
か
に
黄
く
月
見
草

父
の
日
に
親
の
似
顔
絵
笑
い
あ
り

過
疎
進
み
夏
起
し
の
祭
り
人
ま
ば
ら

万
緑
に
包
ま
れ
し
吾
が
生
死
の
里

歩
行
者
に
気
使
う
徐
行
梅
雨
の
道

卜
Ｅ
ｉ
　

　

　

　

　

　

　

ｎ

リ

僣
ν
　

　

　

仁

．

（河
原
す
す
き
野
句
会
）

母 弟 母
叔
父

甲
斐

久
盛
雄

午
人

、
ミ

ミ

フ

ミ

母
　
山
田
タ
ツ
エ

養
母

瀬
井
ミ
カ

エ

母
　
甲
斐

ハ
ツ
子

母 母 父 夫

草 阿 藤 瀬
村 南 井 井

父
　
後
藤
　
　
包

夫
　
白
石
　
正
吉

夫
　
鶴
林
　
　
勇

阿
部
タ
ツ
エ

後
藤
　
チ
エ

後
藤
や
よ
い

本
田
　
訓
子

森
　
　
正
六

森
　
　
政
隆

本
田
　
初
雄

後
藤
　
法
龍
　
”

後
藤
あ
ら
し

河 原 保 育

県民一人ひ とりに正 しレ

通ルール と交通マナーの実

8月 7日 (金)～ 8月 16日

までの10日 間

●運動の重点

■シー トベル トの正 しい

用の徹底

■子 どもと高齢者の交通

故防止

■il踊 労・無謀運転の防止

践を習慣づけ

総ぐるみで展

事故防止を図

とする。

着

事

る運動を県民

開して、交通

ることを

●期間

● 的

酸ヽ
■
Ｅ
フ

ｎ「ノ́
　
“
一中〓

●

サ

名臨



阿
蘇
の
大
自
然
と

文
化
が
調
和
し
た
高
森
町

観光協会長になられた

吉良 禎人 さん

六
月
に
開
か
れ
た
高
森
町
観
光

協
会
の
総
会
に
お
い
て
、
新
会
長

に
高
森

・
横
町
の
吉
良
禎
人
さ
ん

（５８
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
会
長
就
任
に
あ
た

っ

て
今
後
の
抱
負
を
語

っ
て
戴
き
ま

し
た
。「高

森
町
観
光
協
会
は
、
昭
和

六
十
二
年
二
月
颯
颯
の
声
を
上
げ
、

本
年
六
年
目
を
迎
え
、
現
在
会
員

は
四
十
五
名
で
す
。

『
近
き
者

説
べ
ば
、
遠
き
者
来

た
ら
ん
』
と
は
、
古
人
の
こ
と
ば

高
年
齢
者
雇
用
関
係
助
成
金
の
活
用
に
よ
る
高
年
齢
者
雇
用
の
促
進

お
年
寄
り
を
積
極
的
に
雇
用
す
る
事
業
主
の
皆
さ
ん
を

こ
こ
数
年
、
定
年
後
も
元
気
な
う
ち
は

「ま
だ
ま
だ
働

き
た
い
」
「自
分
の
技
術
や
経
験
を
生
か
し
た
い
」
と
思
っ

て
い
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
高
年
齢
化
が
進
み
、
若
者

の
人
口
が
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
豊
富
な
技
術
や

経
験
を
も
つ
高
年
齢
者
の
雇
用
は
、
企
業
に
と
っ
て
大
き

な

″即
戦
力
″
と
い
え
ま
す
。

四
つ
の
援
助
制
度
で
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ

国
で
は
、
高
年
齢
者
の
雇
用
の
安

定
の
た
め
に
、
総
合
的
な
対
策
を
進

め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、

高
年
齢
者
を
積
極
的
に
雇
用
す
る
事

業
主
の
皆
さ
ん
を
支
援
す
る
、
四
つ

の
援
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
継
続
雇
用
制
度
導
入
奨
励
金

労
働
者
を
六
十

一
歳
以
上
ま
で
雇

用
す
る
制
度

（定
年
、
勤
務
延
長
、

再
雇
用
な
ど
）
を
導
入
し
た
事
業
主

に
対
し
て
企
業
の
規
模
や
雇
用
を
延

長
し
た
年
数
に
応
じ
て
、
八
十
～
一

千
万
円
の
奨
励
金
が
、
公
共
職
業
安

定
所
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

②
継
続
雇
用
移
行
準
備
奨
励
金

定
年
後
、
し
ば
ら
く
休
ん
で
再
び

同
じ
職
場
で
働
き
た
い
と
い
う
高
年

齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
継
続
雇
用

を
推
進
す
る
制
度
で
す
。定
年
時
に
、

労
働
者
が
準
備
期
間

（有
給
休
暇
）

を
取
っ
て
、
そ
の
後
再
び
働
く
と
い

う
制
度
を
導
入
し
た
事
業
主
に
対
し

て
、
制
度
を
利
用
し
た
高
年
齢
者
と

準
備
期
間
に
応
じ
て
一
人
一
か
月
当

た
り
六
万
円
、
短
時
間
労
働
被
保
険

者
の
場
合
は
三
万
円
の
奨
励
金
が
公

共
職
業
安
定
所
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

③
高
年
齢
者
多
数
雇
用
奨
励
金

六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
高

年
齢
者
を
、　
一
定
割
合
を
超
え
て
雇

用
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
一
定
割

合
を
超
え
て
い
る
高
年
齢
者

一
人
当

た
り
に
月
額
二
～
四
万
円
の
奨
励
金

が
、
国
高
年
齢
者
雇
用
開
発
協
会
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

④
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金

高
年
齢
者
や
心
身
障
害
者
な
ど
、

就
職
が
特
に
む
ず
か
し
い
方
を
公
共

職
業
安
定
所
の
紹
介
で
、
労
働
者
と

し
て
雇
用
し
た
事
業
主
に
対
し
て
、

賃
金
の
一
部
が
助
成
金
と
し
、
公
共

職
業
安
定
所
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
、
雇
用
し
た
労
働
者

一

人
当
た
り
に
対
し
て
、　
一
年
間
支
払

っ
た
賃
金
の
四
分
の
一
（中
小
企
業

は
三
分
の
一
）
を
受
給
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
援
助
制
度
に
つ
い
て
詳

し
い
こ
と
を
お
聞
き
に
な
り
た
い
と

き
は
、
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

で
す
が
、
観
光
の
原
点
は
こ
こ
に

あ
り
、
現
在
に
も
通
用
す
る
の
で

は
な
い
で
し
よ
う
か
。

世
界
に
誇
る
阿
蘇
山
、
広
大
な

草
原
、
優
美
な
外
輪
山
等
、
風
光

明
媚
で
素
晴
ら
し
い
自
然
に
め
ぐ

ま
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
阿
蘇
の
自

然
は
南
阿
蘇
に
し
か
残

つ
て
い
な

い
と
さ
え
思

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
豊
富
な
観
光
資
源

を
も
ち
、
わ
が
国
で
も
有
数
の
国

際
的
な
観
光
地
で
あ
り
な
が
ら
、

自
然
の
魅
力
に
頼
り
き

っ
て
、
恵

ま
れ
た
条
件
を
充
分
生
か
し
切

っ

て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

『
リ
ゾ
ー
ト
』
と
は
、
『
人
出
の

多
い
場
所
』
の
意
味
か
ら
保
養
地
、

行
楽
地
と
解
釈
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

リ
ゾ
ー
ト
開
発
も
、
巨
大
開
発
か

ら
の
転
換
の
時
代
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
、

今
や

マ
ス
コ
ミ
が
取
り
上
げ
て
い

る
地
球
環
境
保
護
に
外
な
り
ま
せ

ん
。こ

れ
か
ら
は
、
高
森
の
優
れ
た

環
境
資
源
を
環
境
保
護
に
配
慮
し

つ
つ
、
総
合
的
に
活
用
し
、
自
然

の
復
元
力
を
考
え
た
リ
ゾ
ー
ト
開

発
を
。
『
リ
ゾ
ー
ト
』
＝

『
自
然
環

境
』
を
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
に
優
し
い
、
ゆ

っ
た
り
と
し

た
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
楽
し
ん
で
貰

い

た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

阿
蘇
に
は
今
、
年
間
約

一
千
万

人
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
通
過
し
て
い
た
観
光
客

が
、
滞
在
し
て
楽
し
め
る
よ
う
な
、

自
然
と
調
和
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る

高
森
に
す
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の

課
題
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
は
、

高
森
だ
け
の
力
で
は
及
ば
な
い
点

も
あ
り
ま
す
の
で
、
南
阿
蘇
の
各

町
村
が
連
携
し
、点
が
線
と
な
り
、

面
と
な
る
よ
う
お
互
い
強
調
し
て

い
く
と
同
時
に
、
農
商

一
丸
と
な

る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
農
業
観

光
、

田
園
リ
ゾ
ー
ト
等
も
大

い
に

考
え
ね
ば
な
ら
ぬ

こ
と

で
あ
り
ま

し
よ
う
。

魅
力
あ
る
観
光
地
と
し
て
、
旅

行
者
が
求
め
る
も
の
は

『
お
い
し

い
食
べ
物

・
珍
し
い
土
産
品
』
『美

し
く
雄
大
な
風
景
』
『
自
然
の
中
で

心
安
ま
る
』
『
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め

る
』
『
宿
泊
施
設
の
充
実

。
遊
べ
る

観
光
施
設
』
『
湯
治
場
的
雰
囲
気
を

も
つ
』
『
交
通
事
情
が
よ
い
』
等
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

″
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

観
光
″
難
問
で
す
が
、
行
政
の
力

も
お
借
り
し
て
取
り
組
ん
で
行
き
、

町
の
活
性
化
に
も
お
役
に
立
て
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
前

会
長
の
町
長
か
ら
、
万
事
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
か
ら
頑
張

っ
て
欲
し

い
の

一
言
で
、
会
長
を
お
引
き
受

け
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
よ
う

な
次
第
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の

一
層
の
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

【役
員
】
〈会
長
〉
吉
良
禎
人

（副

会
長
〉
渡
部
洋
、
山
村
紘
司

〈理

事
〉
中
村
則
之
、
本
田
研

一
、
工

藤
亮
介
、
武
田
望
、
高
久
保
通
泰
、

甲
斐
四
喜
男
、
甲
斐

一
之
、
矢
野

光
晴
、
馬
原
富
雄

（監
事
〉
野
尻

捨
喜
、
甲
斐
興

一

あ
ぶ
な
い
　
　
　
　
　
　
③

危
険
箇
所
に
立
札
を
設
置

夏
休
み
を
前
に
危
険
箇
所
を
調

査
、
注
意
を
呼
び
か
け
る
立
札
が

七
月
十
四
日
、
高
森
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
に
よ
り
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
夏
休
み
期
間
中
子
供

達
が
溜
め
池
な
ど
危
な
い
所
で
遊

ば
な
い
よ
う
に
、
同
小
学
校
校
区

内
の
危
険
箇
所
に
毎
年
立
て
ら
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
地

域
委
員
が
午
後
五
時
に
小
学
校
に

集
合
。
別
所
の
堤
や
坊
が
平
の
溜

め
池
な
ど
七
箇
所
に

『
こ
こ
で
あ

そ
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
』
と
書
か

れ
た
札
を
立
て
ま
し
た
。

●  ●

●  ●

ん
な

の
ひ́
:,日
、

ー
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空
気
に
密
度
の
差
が
で
き
、
光
の

屈
折
な
ど
も
加
わ

っ
て
起
き
る
現

象
で
す
。
道
路
に
水
た
ま
り
が
あ

る
よ
う
に
見
え
る
の
も
、
こ
の
た

め
で
す
。
こ
れ
は
し
ん
き
ろ
う
の

一
種
で
、舗
装
道
路
だ
け
で
な
く
、

砂
漠
や
草
原
で
も
起
き
ま
す
。
ナ

ポ
レ
オ
ン
が
、　
エ
ジ
プ
ト
遠
征
の

と
き
砂
漠
で
こ
れ
を
見
て
、
オ
ア

シ
ス
と
間
違
え
た
話
は
有
名
で
す
。

逃
げ
水
は
、
俳
句
の
夏
の
季
語

に
も
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
武

蔵
野
の
逃
げ
水
は
古
歌
に
も
詠
ま

れ
、
「東
路
に
　
あ
り
と
い
ふ
な
る

逃
げ
水
の
　
逃
げ
隠
れ
て
も
　
世

を
過
ご
す
か
な
」
（夫
木
和
歌
抄
）

と
い
う
歌
も
残

っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
ど
ん
な
道
路
に
逃

げ
水
が
現
れ
や
す
い
の
で
し
ょ
う

か
。
日
本
道
路
公
団
広
報
室
の
話

に
よ
る
と
、
「白
舗
装

（
コ
ン
ク
リ

ー
ト
）
よ
り
も
、
黒
舗
装

（ア
ス

フ
ア
ル
ト
）
の
ほ
う
が
熱
し
や
す

熾

夏
の
日
差
し
の
強
い
日
に
、
車

を
走
ら
せ
て
い
る
と
、
前
方
に
水

た
ま
り
が
あ
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

し
か
し
、
車
が
進
む
に
つ
れ
て
、

そ
の
水
が
ど
ん
ど
ん
先
の
ほ
う
に

逃
げ
て
い
っ
て
し
ま
う
経
験
を
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ

が
逃
げ
水
で
す
。
地
鏡
、
為

水
面
な
ど
と
も
い
い
ま
す
。

若
い
人
は
、　
ロ
ー
ド

・
ミ
ラ

ー
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

逃
げ
水
は
、
強
い
日
差
し

で
地
面
に
近
い
空
気
が
暖
ま

り
、
そ
の
上
に
あ
る
空
気
と

の
温
度
差
が
大
き
く
な

っ
て
、

割
な
ど
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考

え
て
み
ま
し
よ
う
。

い
の
で
、
逃
げ
水
が
見
え
る

こ
と
が
多
い
の
で
は
」
と
の

こ
と
で
す
。

八
月
十
日
は

「道
の
日
」
、

そ
し
て
八
月
は

「道
路
を
ま

も
る
月
間
で
す
」
。
道
と
生
活

の
か
か
わ
り
、
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
の
た
め
の
道
の
役

立札を設置するPTAのみなさん

(5)

管
胤
藤



束
中
テ

ニ
ス
部
み
ご
と
四
連
覇

七
月
四
日

・
六
日
の
両
日
、
阿

蘇
郡
中
体
連
大
会
が

一
の
官
町
、

阿
蘇
町
で
開
か
れ
、
テ
ニ
ス
で
高

森
東
中

（男
子
）
が
大
会
四
連
覇

を
飾
る
な
ど
、
本
町
選
手
が
各
種

目
に
活
躍
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
。

【
団
体
】
▽
テ

ニ
ス
①
東
中

（男

子
）
▽
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
③
高

森
中

（男
子
）
▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

③
高
森
中

（女
子
）
▽
卓
球
③
草

部
中

（女
子
）

【個
人
】
▽
テ

ニ
ス
①
本
田
博

樹

・
井
上
俊
也

（東
中
）
③
後
藤

健
夫

・
下
田
正

一
郎
、
瀬
井
雅
夫

・
小
倉
裕
司

（以
上
東
中
）
▽
柔

老
若
男
女
が
一
堂
に
会
し

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

体
協
老
連
主
催
に
よ
る
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
七
月
十

一
日
、
中

央
公
民
館
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
十
三
回
を
数
え
る
大
会

に
は
、
町
内
か
ら
二
十
六
チ
ー
ム

百
三
十
人
が
参
加
。
六

コ
ー
ト
（女

性
が

一
コ
ー
ト
）
に
分
か
れ
て
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
。

■
総
合
の
部
　
①
森
　
②
役
場

③
草
部
福
寿
会

■
各

コ
ー
ト
優
勝

　

一
、
城
山
（女

性
）
　

二
、
矢
津
田
　
三
、
城
山

四
、
昭
和
会
　
五
、
清
栄
会

六
、
高
尾
野

大
会
六
連
覇
の
柔
道
チ
ー
ム
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん

柔
道

六
年
連
続
優
勝

壁に展示されている祭の風景写真

阿

蘇

郡

中

体

連

大

会

道
③
古
西
政
喜
（高
森
中
）

▽
剣
道
③
林
満
代

（高
森

中
）な

お
、
テ

ニ
ス
団
体
優

勝
の
東
中
及
び
テ

ニ
ス
個

人
の
三
位
ま
で
の
選
手
は
、

七
月
二
十
八
日

ｏ
二
十
九

日
、
菊
池
市
で
開
か
れ
る

県
中
体
連
大
会
に
出
場
し

ま
す
。
選
手
の
皆
さ
ん
頑

張

っ
て
下
さ
い
。

約 130人が参加して行われたゲー トボール大会

ソフトボール 高森小

グラウンドゴルフ 野尻′」ヽ
風
鎮
祭
の
歴
史
が
ズ
ラ
リ

ま
つ
り
の
写
真
を
展
示

高
森
駅
構
内
に
あ
る
「Ｃ

Ａ
Ｎ
森
の
風
」
に
、
風
鎮

祭
の
名
物

『
造
り
物
』
や

祭
の
様
子
を
写
し
た
写
真

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
町
商
工
会
青

年
部
の
商
業
部
会

（部
会

長
小
林
正

一
）
が
行

っ
て

い
る
も
の
で
、
八
月
の
風
鎮
祭
ま

で
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

昭
和
三
十
年
頃
か
ら
現
在
ま
で

の
写
真
二
十
点
の
中
に
は
、
茅
葺

き
の
家
な
ど
も
写

っ
て
お
り
、
祭

の
歴
史
を
思
わ
せ
る
も
の
が
ズ
ラ

リ
。
「商
業
部
会
の
第

一
回
目
の
事

業
に
焼
き
物
教
室
を
や
り
ま
し
た
。

今
回
が
二
回
目
の
事
業
で
す
。
風

鎮
祭
の
歴
史
を
紹
介
し
て
、
祭
の

Ｐ
Ｒ
に
も
な
れ
ば
」
と
小
林
部
長
。

ま
た
、
「観
光
客
の
方
々
が
写
真
を

見
て
、
風
鎮
祭
を
見
に
高
森
に
来

て
み
よ
う
と
思

っ
て
も
ら
え
る
よ

う
計
画
し
ま
し
た
」
と
意
欲
満
々
。

ま
た
、
高
森
町
が

一
日
で
わ
か

る
縦
二
肩
横
三
肝
の
大
き
な
航
空

写
真
も
掲
示
さ
れ
、
町
内
の
名
所

が
印
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
四
十
七
回
阿
蘇
郡
民
体
育

祭
が
七
月
十
二
日

（陸
上
は
七

月
十
九
日
）
、
小
国
町
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

本
町
か
ら
も
十
三
の
競
技
に

約
百
九
十
人
が
参
加
。
柔
道
が

六
年
連
続
の
優
勝
を
飾

っ
た
の

を
は
じ
め
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が

優
勝
す
る
な
ど
各
種
日
で
活
躍

し
ま
し
た
。
な
お
、
優
勝
し
た

両
チ
ー
ム
は
九
月
十
九
日
、
二

華

高
齢
者
学
級
が

開
講

社
会

へ
の
変
化
に
対
応
し
、
人

生
八
〇
年
代
を
充
実
し
た
も
の
に

し
よ
う
と
、
町
で
は
高
齢
者
学
級

を
開
い
て
い
ま
す
。

七
月
七
日
、
河
原
老
人
憩

い
の

家
で
開
か
れ
た
河
原
教
室
の
高
齢

者
学
級
で
は
、
調
理
実
習
が
あ
り
、

ま
ず
、
在
宅
栄
養
士
か
ら

『
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
食
事
』
に
つ
い

て
話
を
聞
い
た
後
、
調
理
実
習
に

移
り
、
老
人
の
健
康
食
を
全
員
で

作
り
ま
し
た
。

今
年
の
受
講
生
は
百
九
十
二
人
、

十

一
月
ま
で
に
八
回
に
わ
た
り
学

習
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
ぞ
れ
ぞ

れ
四
つ
の
会
場
で
開
か
れ
ま
す
。

第

４７

回

郡

民

体

育

祭

十
日
熊
本
市
で
開
か
れ
る
県
民

体
育
大
会
に
郡
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
。

【団
体
】
▽

一
位
　
柔
道

（Ａ

チ
ー
ム
）
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
▽

二
位
　
弓
道
、
男
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
、
陸
上
　
▽
三
位
　
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
剣
道
、
柔
道

（Ｂ
チ
ー
ム
）
、女
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル

が優勝

●  ●

●  ●

親子によるソフ トボール、グラウン ドゴルフ大

会が 7月 19日 、山村広場で開かれました。

長かった梅雨空 も上が り猛暑のなか ソフ トボー

ルの部に 6校、グラウン ドゴルフの部に 5校 6チ

ームが参加 して熱戦が展開されました。

この結果、ソフ トボールの部で高森小、グラウ

ン ドゴルフの部で野尻小がそれぞれ栄冠に輝きま

した。

■大会結果

〔ソフ トボール〕①高森 ②上色見 ③草部北部

〔グラウンドゴルフ〕①野尻A ②草部南部 ③

野尻 B

四連覇を飾った東中テニス部

親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
優
勝
の
高
森
小
学
校
　
親
子
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部
優
勝
の
野
尻
小
学
校
　
（∽

朦 膠

町
の
話

話題 があ りま

した ら、お知

らせ くだ さい。

総務課

広報統計係
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(6)

河原で行われた調理実習
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親子 ソフ トボール・ グラウン ドゴルフ大会


